
北海道の住宅の歩み
　今日の北海道で快適に過ごせる住宅。部屋、間取り、暖を取るための工夫など、

先達による改良・改善が繰り返し行われ、今に至っているものです。また開拓の村

には明治・大正期にかけて建てられた様々な住居が移築復元・再現されており、当

時の人々が、どのような日常を過ごしてきたのか、また厳しい冬をどのように家の

中で暮らしてきたのかを見ることができます。

　この展示では、先人たちが暮らした開拓期から、今、私たちが暮らしている現代

に至るまでの「住宅」の変遷を紹介します。

展示関連講座「積雪寒冷地北海道の住まいの変化」

　講師　谷口　尚弘　北海道科学大学教授

　　　　小林　孝二　北海道博物館学芸員

　日時　平成 27 年 5 月 10 日 ( 日 )13:30 ～ 15:30

　　　　会場　ビジターセンター地下講堂

　　　　定員　200 名　　聴講無料
受講希望者はご予約 ( 電話 011‐898‐2692) をお願いいたします。

日時　平成２７年４月２５日 ( 金 ) ～６月１４日 ( 日 ) 
場所　北海道開拓の村ビジターセンター２階ホール

共催　北海道開拓の村
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